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・ 24日に発表された９月のドイツのＩｆｏ企業景況感指数は107.7（2005年＝100とした指数）と５ヶ月

連続で改善したが、前月（107.6）から微増にとどまった（左図）。内訳は先行き判断が前月：103.3

→今月：104.2に改善した一方で、現状判断が112.0→111.4と小幅低下し、全体の足を引っ張った。 

・ 業種別の先行き判断は、製造業、小売業、卸売業が前月からプラス幅が拡大した一方、建設業のマイ

ナス幅が拡大した（右図）。なお、建設業の先行き判断は過去３年、春先に改善し、秋口に慎重化す

るパターンを繰り返している。足許の金利上昇が建設業の業況の重石となっているとみられるものの、

過去数年の天候不順で季節調整に歪みが生じている可能性もある。同時に発表されたサービス業の先

行き判断も改善。幅広い業種で先行きの業況改善期待が広がっている。こうした姿は23日に発表され

た９月のＰＭＩ指数でも確認され、製造業の改善モメンタムがやや低下したものの、３ヶ月連続で好

不況の分岐点である50を上回り、サービス業では改善モメンタムが一段と加速した。 

・ 先行きの業況改善は出遅れている設備投資の回復を期待させる内容。ただ、現況判断の改善が足踏み

していることからは、マインド主導の改善に実態が追い付いていない可能性も示唆される。 

■ドイツ：Ｉｆｏ企業景況感 ■ドイツ：Ｉｆｏ業種別の先行き判断
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■ドイツＩｆｏ企業景況感

2012 2013 2013
4Q 1Q 2Q 3Q 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月

企業景況感(総合) 101.4 106.1 105.3 107.2 107.4 106.7 104.4 105.7 105.9 106.2 107.6 107.7

現状指数 107.5 109.4 108.9 111.2 110.2 109.9 107.3 110.0 109.4 110.1 112.0 111.4
先行き指数 95.6 103.0 101.9 103.3 104.6 103.6 101.6 101.6 102.5 102.4 103.3 104.2

業況判断 -4.2 4.9 3.4 6.9 7.4 6.0 1.5 4.2 4.5 5.0 7.7 8.0
製造業 -5.3 7.0 5.8 10.4 9.6 8.6 3.4 6.2 7.9 8.0 11.2 11.9
建設業 -8.4 4.6 1.6 -4.0 6.9 7.1 2.7 1.1 0.9 -1.5 -4.2 -6.3
卸売業 1.7 1.6 -1.4 4.3 6.3 0.0 -5.1 1.8 -0.9 -0.1 7.7 5.2
小売業 -2.4 -0.8 -0.7 4.0 -1.2 0.0 -1.0 0.2 -1.3 3.0 2.6 6.4

出所：Ifo  


